
パイロットキック式 ２ポート電磁弁�
APKシリーズ�

APKシリーズは、多種流体制御用のNC（通電時開）形２ポート

電磁弁です。�

空気・水・油・真空・蒸気など、多種類の流体制御に適して

います。�

パイロットキック作動方式を採用していますので、弁前後の

差圧がゼロから作動します。�

形番構成�

１．APK１１シリーズ（接続口径：Rc１/２～１）

APK１１-１５A - ０３M - AC１００V�

■接続口径�

　１５A………Rc１/２

　２０A………Rc３/４

　２５A………Rc１

■使用流体、コイルハウジング�

　０３M …空気・水・低真空・灯油・油（６０℃まで）用、オープンフレーム形（耐熱クラスB）HP端子箱付（G１/２）

　C４M …蒸気用（１８０℃まで）、オープンフレーム形（耐熱クラスH）HP端子箱付（G１/２）

■定格電圧�

　AC１００V　５０/６０Hz

　AC２００V　５０/６０Hz

２．APK２１シリーズ（接続口径：Rc１１/４～２、フランジ３２A～５０A）

APK２１ - ３２A - ０３M - AC１００V�

■接続口径�

　３２A………Rc１１/４

　３２F………フランジ３２A

　４０A………Rc１１/２

　４０F………フランジ４０A

　５０A………Rc２

　５０F………フランジ５０A

■使用流体、コイルハウジング�

　０３M ………空気・水・低真空・灯油・油（６０℃まで）用、オープンフレーム形（耐熱クラスB）HP端子箱付（G１/２）

　C４M ………蒸気用（１８０℃まで）、オープンフレーム形（耐熱クラスH）HP端子箱付（G１/２）

■定格電圧�

　AC１００V　５０/６０Hz

　AC２００V　５０/６０Hz

　　形番選定にあたっての注意事項�

※１　相フランジはJIS B２２１０の１０Kフランジです。

　　　（本体には付属しておりませんので、別途ご購入ください）

※２　弁シールPTFEで耐熱クラスHコイルの組合せの場合は、Oリングの材質は蒸気用フッ素ゴムになります。



パイロットキック式 ２ポート電磁弁� APKシリーズ�

仕　　様�

■共通仕様�

■機種別仕様・流量特性�

APK１１-□□A-０３M
項　　目 標準仕様 標準仕様オプション仕様 オプション仕様

APK１１-□□A-C４M APK２１-□□A-０３M
パイロットキック式通電時開形二方弁

－１０～６０℃

腐食性ガス、爆発性ガスのない場所
パイロットキック式ポペット構造・ピストン駆動

APK２１-□□A-C４M

空気
低真空（１.３３×１０３Pa（abs））

水
灯油

油（２０mm２/s以下）

２MPa

蒸気

空気
低真空（１.３３×１０３Pa（abs））

水
灯油

油（２０mm２/s以下）

１MPa

蒸気

－１０～６０℃
（ただし、凍結しないこと）

５～１８０℃
－１０～６０℃

（ただし、凍結しないこと）
５～１８０℃

B H B H

０.２cm３/min以下
（空気にて）（注１）

青銅・ニトリルゴム

４００cm３/min以下
（空気にて）（注１）

青銅・PTFE

１cm３/min以下
（空気にて）（注２）

８００cm３/min以下
（空気にて）（注２）

青銅・ニトリルゴム 青銅・PTFE

０～１.０MPa（形番により異なる） ０～０.７MPa（形番により異なる）

４MPa ３.２MPa

コイルを上にした垂直姿勢から水平姿勢
の範囲に限定する　　　　　　　（注３）

コイルを上にした垂直姿勢に限定する

※上記形番は基本の接続口径まで表示します。その他の組み合わせについては形番構成を参照してください。

※定格電圧の変動は±１０％以内でご使用ください。

形 番
動 作

使 用 流 体

作 動 圧 力 差 範 囲
最 高 使 用 圧 力
耐 圧（ 水 圧 に て ）

流 体 温 度

周 囲 温 度
耐 熱 ク ラ ス
雰 囲 気
弁 構 造

弁 座 漏 れ

取 付 姿 勢

ボディ・シール材質

注１：ただし、空圧０.０５～１.０MPaにおける値です。

０.０５MPa未満で使用の場合にはシールが不安定となりますので、ご使用にあたってはお問い合わせください。

注２：ただし、空圧０.０５～０.７MPaにおける値です。

０.０５MPa未満で使用の場合にはシールが不安定となりますので、ご使用にあたってはお問い合わせください。

注３：使用圧力が０.０５MPa未満の場合は、垂直姿勢に限定します。

５０Hz

３２

６４

蒸気

１.０

０.７

油（２０mm2/s）

０.７

０.５

水・灯油

１.０

０.７

空気

１.０

０.７

０

APK１１-１５A
APK１１-２０A
APK１１-２５A
APK２１-３２A
APK２１-３２F
APK２１-４０A
APK２１-４０F
APK２１-５０A
APK２１-５０F

Rc１/２
Rc３/４
Rc１
Rc１１/４

３２フランジ
Rc１１/２

４０フランジ
Rc２

５０フランジ

１６
２３
２８

３５

４３

５３

  ４.５
  ８.６
１２

２５

３４

５３

－
１６２
２３１

４６０

６２５

９７５

６０Hz

２６

６９

５０Hz

１２３

２７４

保持時
皮相電力［VA］ 消費電力

（５０/６０Hz）
［W］

最低作動
圧力差
［MPa］

１３/１１

４４/４８

起動時
質量
［kg］

１.０
１.３
１.７
４.５
８.０
５.５
９.０
７.０
１１.５

有効断面積
［mm２］

Cv値
最高作動圧力差［MPa］

形　　番 接続口径
オリフィス径
［mm］

６０Hz

１０６

２８９
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パイロットキック式 ２ポート電磁弁� APKシリーズ�

外形寸法図（単位：mm）�

■APK１１シリーズ� ■APK２１-□□Fシリーズ�

形番
APK１１-１５A
APK１１-２０A
APK１１-２５A

A
７１
８０
９０

B
２７（２９）
３２（３５）
４１（４５）

C
１４.５
１７.５
２２.５

E
１１９.５
１２６.５
１３７.５

F
５０
６０
７１

G
Rc１/２
Rc３/４
Rc１

形番
APK２１-３２F
APK２１-４０F
APK２１-５０F

A
１７０
１８０
１８０

B
１２
１４
１４

C
３６
４２
５３

D
１３５
１４０
１５５

F
１５８.５
１６５.５
１７４.５

G
１００
１０５
１２０

■APK２１-□□Aシリーズ�

形番
APK２１-３２A
APK２１-４０A
APK２１-５０A

A
１２５
１４０
１６０

B
５４
６０
７４

C
２７
３０
３７

E
１５８.５
１６５.５
１７４.５

F
１１２
１２２
１３２

G
Rc１１/４
Rc１１/２
Rc２

※（　）内寸法は、ボディ材質がステンレスの場合
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パイロットキック式 ２ポート電磁弁� APKシリーズ�

各部の名称�

■APK１１シリーズ�

■APK２１シリーズ�

品番 部品名称
コアー組立
シェーディングコイル
コイル
プランジャ組立
プランジャばね
キックばね
スタフィング
シール
主弁組立
シールリングセット
ボディ
Ｏリング

SUS４０５ 相当・SUS３１６L・SUS４０３※

Cu（ボディステンレス時Ag）
－
SUS４０５相当・SUS３０４・NBR（SUS４０５相当・SUS３０４・FKM、PFA またはPTFE）
SUS３０４
SUS３０４
CAC４０８（SCS１３）
NBR（FKM 、PTFE）
SUS３０３・SUS３０４・NBR（SUS３０３・SUS３０４・FKMまたはPTFE）
SUS３０４・PTFE
CAC４０８（SCS１３）
NBR（FKM、PTFE）

ステンレス
銅（ボディステンレス時銀）
－
ステンレス
ステンレス
ステンレス
青銅鋳物（ステンレス鋳物）
二トリルゴム（フッ素ゴムまたは四フッ化エチレン樹脂）
ステンレス・黄銅（ステンレス）
ステンレス・四フッ化エチレン樹脂
青銅鋳物（ステンレス鋳物）
二トリルゴム（フッ素ゴムまたは四フッ化エチレン樹脂）

材　　質
1
2
3
4
5
6
7
8
9
１０
１１
１２

品番 部品名称
コアー組立
シェーディングコイル
コイル
プランジャ組立
キックばね
スタフィング
シール
主弁組立
シールリングセット
ボディ
Oリング

SUS４０５相当・SUS３１６L・SUS４０３
Cu（ボディステンレス時Ag）
－
SUS４０５相当・SUS３０４・C３６０４・NBR（SUS４０５相当・SUS３０４・FKM、PFAまたはPTFE）
SUS３０４
CAC４０８（SCS１３）
NBR（FKM、PTFE）
SUS３０３・SUS３０４・C３６０４・NBR（SUS３０３・SUS３０４・FKMまたはPTFE）
SUS３０４・PTFE
CAC４０８（SCS１３）
NBR（FKM、PTFE）

ステンレス
銅（ボディステンレス時銀）
－
ステンレス
ステンレス
青銅鋳物（ステンレス鋳物）
二トリルゴム（フッ素ゴムまたは四フッ化エチレン樹脂）
ステンレス・黄銅（ステンレス）
ステンレス・四フッ化エチレン樹脂
青銅鋳物（ステンレス鋳物）
二トリルゴム（フッ素ゴムまたは四フッ化エチレン樹脂）

材　　質
1
2
3
4
5
6
7
8
9
１０
１１

（　　）内はオプション

※：ボディ・シール材質組合せが０とH以外の場合：SUS４０５相当・SUS３１６L・SUS４３０

（　　）内はオプション



使用上の注意�

パイロットキック式 ２ポート電磁弁� APKシリーズ�

１.使用上の注意

１）周囲の雰囲気に腐食性ガス、爆発性ガスがある場所および屋外

露出等直接雨や水滴がかかる場所には使用しないでください。

２）仕様の圧力範囲で使用してください。

仕様の圧力範囲外で使用すると作動不良の原因になります。

３）周囲温度、流体温度は仕様の温度範囲で使用してください。

特に流体が凍結する恐れのある場合は保温材等で保温してくだ

さい。

４）流体中にゴミ、異物等が混入する場合や配管内の錆が発生しや

すい場合は、必ず電磁弁の IN側に８０～１００メッシュ程度のスト

レーナ（フィルタ）を取り付けてください。

５）配管はバイパス回路を設置してください。

保守、補修の作業が容易になります。

６）タンクの水を排出制御する場合

は、電磁弁をタンクの底に配管

すると、堆積した異物が管内に

流出し電磁弁の作動不良原因と

なります。

したがって底から少し上に設置

してください。

７）振動がある場所には取り付けないでください。

８）この電磁弁は取付姿勢が限定されます。APK２１はコイル部を

上にした垂直取付（±１５°くらい）に設置してください。

APK１１はコイル部を横にした水平取付（９０°以内）も可能です。

９）蒸気使用の配管回路は、ドレンを除去して配管内の発錆を防い

でください。配管に傾斜をつけ、ドレンの溜まりやすい場所にド

レントラップを設置してください。

２.配管時の注意

１）ガス管の有効ネジ長さを守って

ください。

また、ネジ部先端より半ピッチ

程度は面取り仕上げしてください。

２）配管前に管内の異物、切り粉など

除去のため、フラッシングをして

ください。

３）配管を製品へ接続される場合、シール剤やシールテープ等が管

内に入らないようにシ

ール剤の量や塗布の位

置、またシールテープ

の巻く位置に注意して

ください。

４）流体の流れ方向と電磁

弁の“IN”“OUT”また

は矢印方向を合わせて

ください。

５）電磁弁を開閉させた時、

ウォーターハンマー等

により配管が振動する

場合は、配管を確実に

固定してください。

６）配管後、各接続部分の漏れを確認してください。

３.配線上の注意

１）配線用の電線は公称断面積０.７５mm２以上を使用してください。

２）電気回路には接点チャタリングの発生しないスイッチング回路を

採用してください。

３）電気回路にはヒューズ等を入れてください。

APK１１では１A、APK２１では３Aです。

４）電圧は定格電圧の－１０～＋１０％範囲以内で使用してください。

５）無接点リレー回路を使用する場合は、漏れ電流に注意してくだ

さい。

（定格電流の１５％以下のスイッチを選定してください。）

４.保守・点検

１）電磁弁を最適状態でご使用いただくために、１～２年の定期点検

を行ってください。

２）点検内容

a.弁内部にゴミ・異物が堆積していないか、また高粘性物質が

付着していないかを確認してください。

b.アクチュエータ部のプランジャの弁シール面、および主弁組

立の破損・異常摩耗がないか、またピストンリング（シールリ

ング）に異物等付着していないかを確認してください。

異常であれば、部品を交換してください。



使用上の注意 

パイロットキック式 ２ポート電磁弁 APKシリーズ パイロットキック式 ２ポート電磁弁 APKシリーズ 

故障と対策 

１.使用上の注意

１）周囲の雰囲気に腐食性ガス、爆発性ガスがある場所および屋外

露出等直接雨や水滴がかかる場所には使用しないでください。

２）仕様の圧力範囲で使用してください。

仕様の圧力範囲外で使用すると作動不良の原因になります。

３）周囲温度、流体温度は仕様の温度範囲で使用してください。特

に流体が凍結する恐れのある場合は保温材等で保温してくださ

い。

４）流体中にゴミ、異物等が混入する場合や配管内の錆が発生しや

すい場合は、必ず電磁弁の IN側に８０～１００メッシュ程度のスト

レーナ（フィルタ）を取り付けてください。

５）配管はバイパス回路を設置してください。

保守、補修の作業が容易になります。

６）タンクの水を排出制御する場合

は、電磁弁をタンクの底に配管

すると、堆積した異物が管内に

流出し電磁弁の作動不良原因と

なります。

したがって底から少し上に設置

してください。

７）振動がある場所には取り付けないでください。

８）この電磁弁は取付姿勢が限定されます。APK２１はコイル部を上

にした垂直取付（±１５°くらい）に設置してください。

APK１１はコイル部を横にした水平取付（９０°以内）も可能です。

９）蒸気使用の配管回路は、ドレンを除去して配管内の発錆を防い

でください。配管に傾斜をつけ、ドレンの溜まりやすい場所にド

レントラップを設置してください。

２.配管時の注意

１）ガス管の有効ネジ長さを守って

ください。

また、ネジ部先端より半ピッチ程

度は面取り仕上げしてください。

２）配管前に管内の異物、切り粉など除

去のため、フラッシングをしてくだ

さい。

３）配管を製品へ接続される場合、シール剤やシールテープ等が管

内に入らないようにシ

ール剤の量や塗布の位

置、またシールテープ

の巻く位置に注意して

ください。

４）流体の流れ方向と電磁

弁の“IN”“OUT”または

矢印方向を合わせてく

ださい。

５）電磁弁を開閉させた時、

ウォーターハンマー等

により配管が振動する

場合は、配管を確実に

固定してください。

６）配管後、各接続部分の漏れを確認してください。

３.配線上の注意

１）配線用の電線は公称断面積０.７５mm２以上を使用してください。

２）電気回路には接点チャタリングの発生しないスイッチング回路を

採用してください。

３）電気回路にはヒューズ等を入れてください。

APK１１では１A、APK２１では３Aです。

４）電圧は定格電圧の－１０～＋１０％範囲以内で使用してください。

５）無接点リレー回路を使用する場合は、漏れ電流に注意してくださ

い。

（定格電流の１５％以下のスイッチを選定してください。）

４.保守・点検

１）電磁弁を最適状態でご使用いただくために、１～２年の定期点検

を行ってください。

２）点検内容

a.弁内部にゴミ・異物が堆積していないか、また高粘性物質が

付着していないかを確認してください。

b.アクチュエータ部のプランジャの弁シール面、および主弁組立

の破損・異常摩耗がないか、またピストンリング（シールリン

グ）に異物等付着していないかを確認してください。

異常であれば、部品を交換してください。

□ 弁が閉じない、または漏れている。 □ 弁が振動する。 

流体なしにて振動
する

NO YES

流体を流した時
開弁時弁が振動する

うなりは止まった

分解弁内部清掃
特にプランジャコアー当たり面を清掃し、キズダ
レ等有無をチェックし異常時は部品を交換する

完了

電圧は正常か

取付場所が４G以上
の振動をしている

取付場所の変更弁直前に絞りがある

コイル電圧に合致
させる

振動は止まった 完了

振動は止まった

回路改善
設置個所変更

振動は止まった

幣社又は代理店までご相談ください

完了

振動は止まった

分解①異物の確認　　→清掃
　　②異常部品の確認→交換

完了完了

振動は止まった 完了

元圧改善
設置個所変更

元圧の大きな振動は
ないか

液体の場合、気体の
混入がある

設置個所変更
絞り個所変更

NO

YES

YES

YES NO

NO YES

YES

YES

YES

NO YES

NO

NO

NO

NO

YES

NO

NO

YES

YES

NO

電源は切れているか 完了電源を切る 漏れは止まった
NO YES

分解①異物の有無　　→清掃
　　②異常部品の有無→交換

幣社又は代理店へご相談ください
（機種再検討）

●新設時発生の場合は、管内の異
物が弁座部に咬み漏れの原因と
なりやすいため、使用前の管内
フラッシングを充分行ってくださ
い

●正常使用中に、漏れが発生した
場合は、部品の異常（摩耗・破
損）によることがあります

完了漏れは止まった
YES

YES

NO

NO

□ 弁が開かない、または流れが出ない。 

電源は入っているか 完了電源を入れる

電圧は正常か

圧力粘度は正常か

コイル電圧と電源
電圧を合致させる

圧力粘度に電磁弁
仕様を合致させる

弁は開いた
NO

NO

YES

幣社又は代理店へご相談ください
（機種再検討）

完了弁は開いた
YES

完了弁は開いた
YES

YES

NO

YES

YES

NO

NO

NO

分解①異物の有無確認→清掃
　　②異常部品の確認→交換

完了弁は開いた
YES

１ 

２ 

３ 

https://panasonic.co.jp/ew/peweg/

商品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。 

お問い合わせ・ご相談窓口：技術統括部　品質部 
03－3575－7024


